
本
の
消
費
税
増
税
が
決
ま
っ
た
。

現
行
五
％
の
税
率
は
、
二
〇
一
四

年
四
月
に
八
％
、
一
五
年
十
月
に
一
〇
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
増
税
分
は
社
会

保
障
の
充
実
強
化
に
回
さ
れ
る
が
、
税
負

担
の
公
平
化
や
デ
フ
レ
下
の
増
税
の
是
非

な
ど
、
な
お
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　

消
費
税
は
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
感

が
重
く
な
る「
逆
進
性
」が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
政
府
は
、
低
所
得
者
へ
の
税
金
還

付
や
税
額
控
除
な
ど
を
検
討
中
だ
が
、
個

人
の
所
得
を
ど
こ
ま
で
正
確
に
把
握
で

き
る
か
な
ど
、
課
題
が
残
る
。

　

消
費
税
の
持
つ
不
公
平
感
を
緩
和
す

る
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か
。
応
能
負
担
の

所
得
税
の
課
税
強
化（
最
高
税
率
の
引
き

上
げ
）も
必
要
だ
が
、
日
本
の
場
合
、
資

産
課
税
の
強
化
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
の
代
表
例
は
、
資
産
を
持
つ
個
人
が

死
亡
し
た
と
き
に
か
か
る
相
続
税
。
政

府
統
計
に
よ
れ
ば
、
年
間
一
一
〇
万
人
以

上
の
人
が
死
亡
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
遺
産
が
相
続
税
の
課
税
対
象
に
な

る
の
は
、
わ
ず
か
四
・
六
万
人（
課
税
割

合
四
・
一
％
）。
国
税
収
入
も
一
・
一
兆
円

に
す
ぎ
な
い
。

　

相
続
税
は
一
九
八
八
年
度
以
降
、
基

礎
控
除
額
の
拡
大（
現
行
五
千
万
円
）や

税
率
緩
和
、
最
高
税
率
引
き
下
げ（
同

五
〇
％
）を
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。
過
去
の
バ
ブ
ル
経
済
期
に

地
価
高
騰
な
ど
で
相
続
税
の
過
重
負
担

が
問
題
と
な
り
、そ
れ
を
是
正
す
る
形
で

「
減
税
」し
て
き
た
た
め
だ
。

　

し
か
し
、そ
の
後
の
経
済
状
況
を
考
え

れ
ば
、
資
産
を
持
つ
富
裕
層
に
は「
甘
す

ぎ
る
」
制
度
と
言
う
ほ
か
な
い
。
一
方

で
、
大
衆
増
税
の
消
費
増
税
を
実
施
す
る

な
ら
、
資
産
課
税
強
化
の
一
環
と
し
て
、

相
続
税
の
増
税
は
不
可
避
だ
ろ
う
。
基

礎
控
除
額
を
大
幅
に
縮
小
す
る
と
と
も

に
、
最
高
税
率
も
九
四
年
度
改
正
以
前
の

七
〇
％
程
度
へ
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
、固
定
資
産
や
有
価
証
券
に
係
わ

る
各
種
の
特
例
措
置
は
、富
裕
層
の
実
質

的
な「
節
税
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
廃
止
縮
小
し
て
相
続
財
産
の

課
税
評
価
を
も
っ
と
厳
し
く
す
べ
き
だ

ろ
う
。

　

一
方
、
今
や
相
続
税
と
一
体
化
し
つ

つ
あ
る
贈
与
税
に
つ
い
て
も
、重
大
な
制

度
的
欠
陥
が
あ
る
。
現
行
制
度
で
は
、一

般
贈
与
の
基
礎
控
除
は
年
間
一
一
〇
万

円
。
控
除
額
を
超
え
た
額
に
一
〇
～

五
〇
％
課
税
さ
れ
る
仕
組
み
。
親
か
ら

子
へ
の「
生
前
贈
与
」と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
が
、非
課
税
枠
が
あ
ま
り
に
小
さ

す
ぎ
る
た
め
、
実
は
相
続
税
の
節
税
メ

リ
ッ
ト
は
少
な
い
。

　

例
え
ば
、
一
億
円
以
上
の
資
産
を
持

つ
人
が
死
亡
時
の
相
続
税（
控
除
五
千
万

円
）を
ゼ
ロ
に
す
る
に
は
、
子
ど
も
に
毎

年
一
一
〇
万
円
贈
与
す
る
と
仮
定
し
て
、

四
五
年
以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

今
、
こ
の
一
般
贈
与
の
仕
組
み
を
利

用
し
て
い
る
の
は
、生
活
に
あ
る
程
度
余

裕
が
あ
り
、そ
れ
な
り
の
資
産
を
持
っ
た

中
高
年
層
で
あ
る
。
毎
年
の
税
務
申
告

で
子
や
孫
に
一
一
一
万
円
贈
与
し
た
と

し
て
、一
〇
〇
〇
円
の
贈
与
税
を
支
払
う

人
を
よ
く
見
か
け
る
。「
生
前
贈
与
」と

い
う
よ
り
、世
代
間
の
所
得
移
転
と
い
っ

た
方
が
い
い
。
実
際
、贈
与
さ
れ
た
お
金

は
、旅
行
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
や
住
宅
資
金

に
回
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

と
な
れ
ば
、贈
与
税
の
目
的
を
曖
昧
な

「
生
前
贈
与
」と
せ
ず
、
世
代
間
の
所
得

移
転
の
推
進
と
明
確
に
位
置
付
け
て
、

も
っ
と
大
胆
に「
減
税
」す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
非
課
税
枠
を
二
〇
〇
万
円
に

引
き
上
げ
、
税
率
一
〇
％
の
適
用
範
囲
を

五
〇
〇
万
円
以
下（
現
行
二
〇
〇
万
円
以

下
）に
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

個
人
消
費
の
活
性
化
を
通
じ
て
、
景
気
に

プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

　

要
は
、
資
産
課
税
を
担
う
相
続
税
・
贈

与
税
制
度
が
、世
の
中
の
実
態
と
か
け
離

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

日
本
に
は
一
四
〇
〇
兆
円
以
上
の
個

人
金
融
資
産
が
あ
り
、そ
の
多
く
を
豊
か

な
高
齢
層
が
保
有
す
る
。
不
況
下
で
厳

し
い
状
況
に
あ
る
若
年
層
と
の「
世
代
間

格
差
」が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
動
か
な
い

資
産
を
実
体
経
済
に
取
り
込
む
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

民
主
党
政
権
が
進
め
た
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
で
は
、
当
初
、
消
費
税
と

と
も
に
所
得
、相
続
税
の「
増
税
」も
入
っ

て
い
た
。
だ
が
、自
公
民
の
三
党
合
意
で

あ
っ
さ
り
削
ら
れ
、一
三
年
度
税
制
改
正

に
持
ち
越
さ
れ
た
。

　

消
費
税
は
ど
ん
な
に
言
い
繕
っ
て
も
、

全
世
帯
に
か
か
る
大
衆
課
税
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
低
所
得
者
対
策
を

確
実
に
実
施
す
る
一
方
、相
続
税
な
ど
の

資
産
課
税
を「
金
持
ち
優
遇
」の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
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